別表第4(第8条関係)
緊急度分類表
分類
順位
症状及び状態
タッグ色

緊急処置群
第1順位
次の具体的症状のいずれかに該当する者
(1)　JCSⅢ桁の意識障害があり
①　瞳孔不同
②　異常肢位(除脳姿勢、除皮質姿勢)
③　気道の開存性に疑問がある場合
(2)　外出血があり
①　体表からの動脈性出血が明らかである
②　広範な軟部組織からの持続性出血がある
(3)　ショック
①　不穏状態、蒼白、発汗、冷汗がある
②　橈骨動脈の拍動が触知し難いか触知できない
③　血圧低下(収縮期血圧90mmHg未満)または測定不能
(4)　呼吸障害があり
①　上気道狭窄、上気道閉塞が疑われる(吸気性)努力
②　鼻翼、頸部、肋間等の呼吸補助による呼吸困難を訴える。
③　呼吸数30回／分以上、10回／分未満
④　チアノーゼがある
原則的には15分から30分以内に医療機関で治療が開始されれば救命可能と思われる者
赤色

準緊急処置群
第2順位
次の具体的症状のいずれかに該当する者
(1)　意識障害があり、緊急処置群に該当しない者
(2)　バイタルサインが安定していて明らかな長管骨骨折(開放性・非開放性)があるもの
(3)　バイタルサインが安定して胸痛、腹痛を訴える者、また、圧痛があるもの
(4)　緊急処置群の症状を伴わない重症熱傷者
原則的には30分経過後に医療機関で治療を開始されても生命予後に影響がないと考えられる者
黄色

軽症群
第3順位
緊急処置群、準緊急処置群以外で軽易な傷病がある者
緑色

死亡群
第4順位
(1)　頭部離断のある者
(2)　医師が死亡と判断した者
黒色

